





















































































報告書』（2016 年 1 月）を参照。なお、セミナーの様
子は京都大学 OCW（https://ocw.kyoto-u.ac.jp/ja/open
course/113/video；2020 年 2 月 12 日確認）も参照され
たい。




















































































































クである A Guide to Composition Pedagogies（Tate, et al., 
2013）には「新しいメディアの教育学（New Media 
Pedagogy）」と「完全オンラインおよびハイブリッド・
ライティング指導（Fully Online and Hybrid Writing 
Instruction）」の 2 つの章がオンライン・メディアにお
けるライティングを取り扱っている。また、Handbook 
of Research on Writing（Bazerman, 2007）では「スクリ
ーンに向かう：ビジュアルおよびデジタルライティン
グ実践の研究（Seeing the Screen: Research into Visual 
and Digital Writing Practices）」という章が、Handbook of 
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D. Media Education: Literacy, Learning and Contemporary 




解剖学：知と会話』マルジュ社、pp. 31-92。Garfinkel, Harold. 













































ンケル, 1964=1989, p. 76） 
5 アシュリーは18歳の女子学生で、ヨーロッパ系米国
人である。ビジネスを専攻しており、毎日8時間ほどオ
ンラインで過ごしている。（Williams, 2009, p. 201） 
6 ブリアンナは18歳の女子学生で、アフリカ系米国人
である。心理学を専攻しており、毎日8時間ほどオンラ
インで過ごしている。（Williams, 2009, p. 201） 
 
（日本学術振興会特別研究員・博士後期課程） 
























そこで注目されている概念の 1 つに TPACK



































ず TPACK の基盤にあるショーマンによる PCK 概念
の核心を明らかにした上で、それを参照軸として検討
することを主旨とする。ならびに、同時代に提唱され
た類似の概念との比較を通して、ミシュラらによる
TAPCKの特徴を浮かび上がらせる。 
 
１．TPACK概念の背景 
本節では、ミシュラとケーラーによる TPACK フレ
ームワークを検討するために、まず彼らが依拠してい
るショーマンの PCK概念の核心を明らかにする。次に、
彼らと同時期にショーマンに基づきテクノロジーや
ICT に関わる教師の知識に言及した論稿を紹介する。
この作業の目的は、TPACK 概念の記念碑的論稿であ
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